
11月18日、増田ふれあいプラザで民俗芸能フ
ェスティバルが開催され、会場に訪れた400人
の観客は出演した10団体が次々に披露する伝
統芸能を堪能しました。（関連記事８ページ）

受け継がれる民俗芸能
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秋田盆おどりサミット 増田
～21世紀にかがやく若手後継者のすがた～
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南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　９日（日）「トイストーリー」　　　　【81分】
　16日（日）「ドラえもん　のび太と
　　　　　 ドラビアンナイト」　　 【101分】
◆問合せ／南部シルバーエリア　26－3880

12月1日～12月17日

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 企画課
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

■12月９日（日）

■12月15日～１月６日

槻の木光のファンタジー
　平鹿地域のシンボルであ
る、県指定天然記念物の槻
の木（樹齢500年以上）に
約5,000個の電球を灯す「槻
の木光のファンタジー」の
点灯式が平鹿生涯学習セン
ター駐車場で開催されます。
　この催しは、昭和63年か
ら毎年行われているもので、
今年で20回目を迎えます。
老木のため樹高が25メート
ルほどになっている槻の木
の周りに、鉄パイプで約40
メートルのやぐらを組み、
往古の高さを取り戻した槻
の木を電球で飾ることで巨
大ツリーに生まれ変わらせます。
　また、当日は平鹿生涯学習センター内でプレイベントも開
催されますので、ぜひ会場に足を運んでください。
◆点 灯 式／12月15日（土）　平鹿生涯学習センター駐車場
　 13:00～　プレイベント　
　　 　　　 各種屋台、小学生低学年以下を対象としたゲー
　　　 　　 ム、景品あり抽選会、音楽の集い
　 17:00～　点灯式
　　 　　　 セレモニー・点灯と同時にスターマイン打上げ
◆点灯期間／平成19年12月15日～平成20年１月６日
◆点灯時間／17:00～22:00（12月24日、31日は翌2:00まで）
◆問 合 せ／槻の木光のファンタジー実行委員会
　　　　　　（平鹿地域局産業振興課内）　0182-24-1118

　県内の盆踊り関係者が一堂に
会し、日頃の伝承活動成果を発
表し合い交流を深めます。また、
「後継者育成」をテーマに郷土
の文化を見つめ直し、保存・継
承・育成の大切さと後継者育成
のあり方を広域で学び合います。
　若手後継者の踊りやミニステ
ージショー、基調講演、物産等
出店販売なども行われますので、
ぜひご参加ください。
◆日　時／12月９日（日）
　　　　　13:00開演
◆場　所／増田ふれあいプラザ
◆入場料／500円（高校生以上）
◆チケット購入及び問合せ／増田町観光協会　45-5515      

つき
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卓
越
し
た
技
能
と
努
力
に
敬
意
を
表
し
て

横
手
市
技
能
功
労
者
お
よ
び
優
良
技
能
者
を
表
彰

　

平
成
19
年
度
横
手
市
技
能
功
労

者
な
ら
び
に
優
良
技
能
者
表
彰
の

受
章
者
が
こ
の
ほ
ど
決
定
し
、
11

月
20
日
、
市
役
所
南
庁
舎
に
お
い

て
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
技
能
功
労
者
９
名
、

優
良
技
能
者
４
名
に
五
十
嵐
市
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
、
五
十
嵐
市
長
が
「
こ
れ
ま
で

技
術
の
研
鑽
に
努
め
ら
れ
、
産
業

の
振
興
と
地
域
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
皆
様
に
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
市
で
は
、

地
元
企
業
の
振
興
、
労
働
環
境
の

整
備
な
ど
が
最
重
要
課
題
と
考
え

て
お
り
、
受
章
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
尽
力
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
ま
す
ま

す
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
　

　

最
後
に
、
受
章
者
を
代
表
し
て

最
上
秋
三
郎
さ
ん
が
「
技
能
功
労

者
な
ら
び
に
優
良
技
能
者
表
彰
の

受
章
は
真
に
光
栄
で
あ
り
、
感
激

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
健
康
に
留

意
し
、
体
力
の
続
く
限
り
後
継
者

の
育
成
・
指
導
に
精
進
し
て
い
き

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

横
手
市
技
能
功
労
者
表
彰
受
章
者

○
木
工
建
具
士

　

泉
田
　

守
正 

氏
（
横
手
）

○
建
築
士

　

黒
田
　

剛 

氏
（
増
田
）

○
建
築
士

　

近
　

陽
三
郎 

氏
（
十
文
字
）

○
木
工
建
具
士

　

佐
々
木
　

嶺
次 

氏
（
増
田
）

○
板
金
工

　

髙
橋
　

勇
治 

氏
（
十
文
字
）

○
染
色
工

　

寺
田
　

重
　

 

氏
（
横
手
）

○
菓
子
製
造
工

　

松
井
　

武 

氏
（
十
文
字
）

○
美
容
師

　

三
浦
　

ト
シ
子 

氏（
十
文
字
）

○
石
工

　

最
上
　

秋
三
郎 

氏（
雄
物
川
）

横
手
市
優
良
技
能
者
表
彰
受
章
者

○
建
築
大
工

　

石
川
　

福
松 
氏
（
横
手
）

○
自
動
車
整
備
工

　

伊
藤
　

雅
明 

氏
（
十
文
字
）

○
板
金
工

　

小
野
　

一
郎 

氏
（
十
文
字
）

○
木
工
建
具
士

　

高
橋
　

由
三 

氏
（
増
田
）

　

静
岡
県
で
こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ

た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
技
能
五
輪
の
併

催
イ
ベ
ン
ト
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

Ｓ

ｋ
ｉ
ｌ
ｌ
ｓ　

Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ

―
日
本
の
技
―
」
で
、
上
畑
温
泉

さ
わ
ら
び
の
山
本
省
三
総
料
理
長

の
日
本
料
理
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
技
能
五
輪
は
、

世
界
中
の
若
者
や
障
が
い
者
が
技

の
世
界
一
を
競
う
祭
典
で
、「
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ　

Ｓ
ｋ
ｉ
ｌ
ｌ
ｓ　

Ｖ
ｉ

ｌ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ
」
は
、
来
場
者
に
日

本
の
も
の
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
厚
生

労
働
省
が
開
設
し
た
も
の
で
す
。

日
本
料
理
の
名
店
と
し
て
知
ら
れ

る
「
な
だ
万
」
の
木
浦
総
料
理
長

な
ど
と
と
も
に
、
出
展
者
６
名
に

選
ば
れ
た
山
本
総
料
理
長
は
、「
職

人
の
心
意
気
を
横
手
か
ら
世
界
に

発
信
し
た
い
」
と
、
地
元
の
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
、
晩
秋
か
ら

雪
の
季
節
ま
で
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
雪
待
月
の
宴
」
を
展
示
、
調
理

技
術
な
ど
も
披
露
し
ま
し
た
。

　

献
立
は
、
男
鹿
産
の
タ
イ
に
横

手
産
の
マ
ツ
タ
ケ
や
食
用
菊
を
添

え
た
お
造
り
、
秋
風
に
吹
き
寄
せ

ら
れ
た
落
ち
葉
の
様
子
を
銀
杏
や

焼
栗
な
ど
で
表
現
し
た
焼
物
な
ど

７
品
。
料
理
に
華
を
添
え
る
「
剥

物
」
で
は
、
イ
カ
の
甲
羅
を
包
丁

で
彫
刻
し
て
鶴
の
形
を
作
り
上
げ
、

世
界
各
国
か
ら
の
来
場
者
の
目
を

引
い
て
い
ま
し
た
。

日
本
料
理「
日
本
代
表
」と
し
て
国
際
大
会
に

「
さ
わ
ら
び
」
山
本
総
料
理
長
が
腕
前
を
披
露

山本省三総料理長

川連漆器に盛り付けられ贅を尽くした「雪待月の宴」む
き

ジ

ャ

パ

ン

ス

キ

ル

ビ

レ

ッ

ジ

税
の
重
さ
、
体
感
で
き
る
納
税
者
に
…

中
学
生
の『
税
に
つ
い
て
の
作
文
』で
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

内閣総理大臣賞に輝いた古関さん 　

中
学
生
の
『
税
に
つ
い
て
の
作

文
』
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
増
田
中
学

校
２
年
の
古
関
万
倫
子
さ
ん
が
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
。
山
内
中

学
校
１
年
の
中
村
彩
乃
さ
ん
が
同

連
合
会
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
中
学
生

の
税
に
対
す
る
関
心
や
正
し
い
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
全
国

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
古
関
さ
ん

の
作
品
『
七
千
円
の
重
さ
』
は
全

国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
47
万
点
あ

ま
り
の
作
品
の
中
か
ら
最
高
賞
に

輝
い
た
も
の
で
す
。

　

Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
の

活
動
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
納
税
に
対
す
る
抵
抗

感
が
無
く
な
っ
た
と
語
る
古
関
さ

ん
。
「
貧
し
い
国
の
実
態
を
見
て

み
た
い
。
将
来
は
国
際
的
な
分
野

に
つ
い
て
学
べ
た
ら
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　「七千円も。」思わず姉と声がそろってしまいました。国の予算1.6％、一
人当約七千円の税金がＯＤＡとして使われていると教えられたからです。Ｏ
ＤＡ‐政府開発援助‐聞いたことのない言葉でした。母に送られてきた資料
に、ＯＤＡは「国際社会の平和と発展に貢献し、これを通じて我が国の安全
と繁栄の確保に資すること」を目的としているとありました。その民間モニ
ターとして私の母は今年カンボジアを訪問しました。そのとき、日本の税金
をなぜ他の国のために使うのかと疑問を口にすると母は「だからモニターと
してどう使われているのか視てくるね」そう言って発って行きました。
　帰国した母の話は私には驚くことばかりでした。国が崩壊して政府が政府
としての機能を果たしていないというカンボジア。首都であっても街灯が少
なく暗い。路上にはゴミがあふれている。信号も少ない。学校に行けずに働
いている子供たち、ベットにはふとんもシーツもない病院。普段着のままベ
ットに横になっている母子など。同じ地球に住んでいるのに、その貧しさは
私の想像をはるかにこえているものでした。日本では当たり前だと思ってい
る現実がそこにはありませんでした。
　私は改めて日本という国の豊かさを考えさせられました。「教育の義務」に
守られて学校に行き、教科書も無償配布。雪解けとともに道路整備、補修が
行われ、穴ぼこがほとんどない道。毎週決まった曜日に来てくれるゴミ収集
車。医療機関にも安心してかかることができる社会保障制度。公衆衛生のい
き届いた医療施設、目的や用途に応じて使うことのできる公共施設、数えあ
げればきりがないほど私たちは恵まれた環境の中で生活していたのです。そ
れらのほとんどが税金によって支えられていることを他の国を通じて実感し
たのです。
　だから国際協力に七千円も税金が使われるより、自国に使った方がいいの
ではと思ったのです。でも、写真に写っている現地の人々の笑顔にその答は
ありました。井戸を掘ったのは母たちではないのに日本人だというだけで集
まった村人は顔中で感謝を表わし、絵本をもらった子供たちは本当に嬉しそ
うでした。自分たちでできるようになったと自信を持って語っている人等ど
の人の顔も輝いて見えました。私たちは水道から直接水を飲むことができ、
また恵まれた環境の中で勉強することもできるのがあたり前です。しかし、
世界にはそれがあたり前ではない国がたくさんあるのです。それらの国の人
と、将来私たちは「地球」という一つの国の中で生きていくのだと思ったと
き、私は、今援助するのは私たち日本人の義務のように思えてきました。
　｢七千円。｣この金額は将来の私たちのために使われている税金なのです。
「地球」という大きな国のために。決して高くはない、大切な税金でした。
私は税の重さを体感できる納税者になりたいと思います。

七千円の重さ
秋田県横手市立増田中学校２年
　　　　　　　　 古関 万倫子

ま

り

こ

あ
や

の

瑞
宝
双
光
章

　
　
　
　
　

   【
消
防
功
労
】元横手平鹿広域市町村圏組合消防監

高橋　操氏（横手・72歳）

瑞
宝
双
光
章

　
　
　
　
　

   

【
教
育
功
労
】元県教育委員会委員長

糸井健二氏（横手・75歳）

旭
日
双
光
章

　

   【
土
地
改
良
事
業
功
労
】元県土地改良事業団体連合会理事

高橋耕一郎氏（横手・75歳）

瑞
宝
単
光
章

 【
第
９
回
危
険
業
務
従
事
者
】

元横手平鹿広域市町村圏組合消防司令補
佐藤新市氏（十文字・74歳）

瑞
宝
単
光
章

　
　
　
　
　

   【
消
防
功
労
】

元横手市消防団副団長
米沢谷専市氏（横手・81歳）

瑞
宝
双
光
章

       

【
地
方
自
治
功
労
】

旧横手市収入役
藤井誠悦氏（横手・75歳）

　

平
成
19
年
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、

横
手
市
か
ら
は
地
方
自
治
や
教
育
、
消

防
な
ど
各
部
門
で
社
会
に
貢
献
さ
れ
て

き
た
６
人
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　

晴
れ
の
栄
誉
に
輝
い
た
皆
様
に
、
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

秋秋の
叙勲

さ
ん

内閣総理大臣賞受賞作品
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information
市からのお知らせ 政情報便行

◆試験区分および採用予定人数

◆受験資格　次のいずれかを満たす方
　上級…ア）昭和58年４月２日から昭和61年４月１日ま
　　　　　　でに生まれた方
　　　　イ）昭和61年４月２日以降に生まれた方で大学
　　　　　　卒業または平成20年３月卒業見込みの方
　中級…昭和58年４月２日から昭和63年４月１日までに
　　　　生まれた方（大学卒業または平成20年３月卒業
　　　　見込みの方を除く）
　初級…昭和58年４月２日から平成２年４月１日までに
　　　　生まれた方（大学、短期大学、高等専門学校お
　　　　よび専修学校［専門課程の修業年限が２年以上
　　　　であるもの］を卒業または平成20年３月卒業見
　　　　込みの方を除く）
◆住居要件　採用後、横手市内に居住できる方 
◆身体要件 

※公的医療機関（国立、公立、日赤、厚生連等）で受診
　した診断書が必要となります

  横手市消防署の高規格救急車が新しくなり、12月１日
（土）から運用を開始します。 
　市消防本部では、現在３台の高規格救急車を含む８台
で救急対応をしており、今回の新高規格救急車は機動性
に優れ、救命資機材も最新式の資機材が積載されていま
す。救命率の向上や増加している救急需要に迅速に対応
し、市民の皆さんへのサービス充実につとめていきます。

◆採用予定年月日　平成20年４月１日
◆第１次試験期日　平成20年１月12日（土） 
◆第１次試験会場　横手市消防本部
◆受付期間　12月３日（月）～12月17日（月）必着
◆申込み　　〒013-0042横手市前郷字下三枚橋269番地
　　　　　　横手市消防本部総務課　32-1111 
●試験案内・申込用紙は、市消防本部、消防署および各
　分署にあります。郵便で請求する場合は、封筒の表に
　「消防職員採用試験（２次募集）申込用紙請求」と朱書
　きし、宛先を明記して120円切手を貼った返信用封筒
　（角型２号）を同封のうえ、市消防本部にお送りくだ
　さい。申込用紙等は市ホームページからもダウンロー 
  ド可能です 

　 
　 
　平成20年度から横手市役所の非常勤職員として働いて
くださる方の登録を受け付けします。市役所各課や施設
で求人が生じた場合に、登録者の中から書類選考し、面
接試験を経て雇用者が決定されます。 

◆職    種　一般事務・保育士・調理員・保健師・栄養  
            士・運転手・作業員・庁務員・介護員等 
◆雇用期間　１年以内(更新する場合あり)
◆報　　酬　職種によって異なります
◆勤務時間　週37.5時間以内
◆登録方法　登録を希望する方は、市販の履歴書用紙に
　　　　　　希望職種を記入して、市人事課へ持参また
　　　　　　は郵送してください
◆問 合 せ　〒013-8601 横手市前郷字下三枚橋163番地          
　　　　　　市総務企画部人事課(本庁南庁舎内)
　　　　　　　35-2163

男　性
160㎝以上
50㎏以上

裸眼視力0.3以上かつ矯正視力0.7以上（左右とも）
正常であること

女　性
155㎝以上
45㎏以上

身　　長
体　　重
視　　力
色覚・聴覚

平成20年４月採用予定　横手市消防職員採用試験(２次募集)実施のお知らせ特別養護老人ホームの指定管理者を募集します

市の非常勤職員を募集します新高規格救急車の運用開始について

試　験　区　分
上　級
中　級
初　級

採用予定人数

若干名消防職

　 

　 

◆対象となる施設
　特別養護老人ホーム「シルバードームいきいきの郷」、 
　「雄水苑」、「憩寿園」、「鶴寿苑」
◆応募資格  横手市に主たる事務所を置く社会福祉法人     
            で、特別養護老人ホームの運営実績を持ち、
            安定的な経営が行われていること
◆指定期間　平成20年７月１日～平成25年３月31日 
◆募集期間　平成19年12月１日（土）～26日（水）
◆問 合 せ　〒013-0514　横手市大森町字大中島268 
　　　　　  横手市福祉環境部社会福祉課福祉政策担当 
            （大森庁舎内）　35-2132

　 

  ◎深夜、早朝の除雪作業にご理解ください
　　除雪作業は、交通量の少ない深夜から早朝にかけ
  て行われるため、除雪車のエンジン音や振動でご迷
  惑をおかけしますが、快適で安全な朝の通勤・通学
  や緊急時の道路確保のため、ご理解ください。
  ◎路上駐車や自転車の放置はやめましょう
　　路上駐車は、除雪作業の最大の障害となります。
  たった一台でも路上駐車があれば、除雪作業が遅れ
  たり、除雪ができなくなってしまいます。また、一
  般交通の支障になり、交通渋滞の原因にもなります。
  ◎ゴミを出す日と時間を守りましょう
　  毎年春になると雪の中から大量のゴミが出てきま
  す。ゴミを出す日や時間を守らないと、除雪で雪の
  中にゴミが混じってしまうことがあります。ゴミを
　出すルールをしっかりと守りましょう。 
　◎玄関前の雪処理は各家庭でお願いします
　　除雪車が通った後、道路の出入り口や玄関前の雪
　処理は各家庭で必要に応じて行ってください。 
　

◎車道への雪出しは法律で禁止されています
　道路に雪を積み上げるなど交通の妨げになる行為
をすると、道路法や道路交通法の罰則が適用になり
ますのでご注意ください。 
◎流雪溝への雪投げ作業には十分注意してください
　流雪溝のフタが開け放しだったため、小学生や高
齢者が流雪溝の中へ転落する事故が起きています。
また、大きなかたまりのまま無理に投雪したために
流雪溝が詰まり、
流部で浸水する被
が発生しています
流雪溝を利用する
は、投雪口にルー
で定められた「格子
を必ず取り付けて
ださい。
◆問合せ　各地域局地域維持課、または市建設部建 
          設監理課（十文字庁舎内）　42-5112

除排雪作業にご協力を　～みんなで冬のルールを守りましょう～
　 

　 
　いよいよ雪のシーズン到来です。市では、除排雪の出動態勢を整えていますが、スムーズな除排雪作業で交通を
確保するため、市民の皆さんには次の点を注意の上、ご協力くださいますようお願いします。

　 

     

　◎指定管理者制度とは？
　　地方公共団体に限られていた公の施設の管理を、 
　民間の事業者やＮＰＯ法人など幅広い団体が担える 
　ようにした制度です。これにより、施設の管理運営 
　に民間事業者の技術やノウハウを活用し、市民サー 
　ビスの向上と経費の縮減を図るものです。 
　　市では、平成19年10月現在で児童館や社会福祉施 
　設など約120施設がこの制度に基づいて運営されて
　おり、特別養護老人ホームでは「平寿苑」、「すこ 
　やか大雄」が平成18年９月から活用されています。

シルバードームいきいきの郷 雄水苑 憩寿園 鶴寿苑

新しい高規格救急車

　 

　市では、運営している特別養護老人ホームの４施設に指定管理者制度を導入することになりました。指定を希望
される団体は下記に留意し、募集期間内にご応募ください。なお、詳細については下記へお問い合わせください。
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　市では、高齢者の方などが外出している時に急病や
災害が発生した場合、身元の確認や家族などへの連絡
を簡単にできるよう、顔写真付の名刺サイズのカード
を発行します。
　カードの発行を希望される方は、各地域局福祉担当
課窓口にご本人を確認できるもの（健康保険証、運転
免許証など）をご持参のうえ、お申し込みください。
顔写真はお申込の際に窓口で撮影しますので、準備す
る必要はありません。
　カードは、お申し込みから約２週間後にご自宅にお
送りします。裏面の情報については、ご本人またはご
家族が記入してください。
◆対　象　市内に住所を有するおおむね65歳以上の方
◆見　本　

◆問合せ　市福祉環境部高齢ふれあい課　35-2134
　　　　　各地域局福祉担当課
　　　　　  横　手　32-2710　 増　田　45-5514
　　　　　  平　鹿　24-1114　 雄物川　22-2157
　　　　　  大　森　26-4030　 十文字　42-5113
　　　　　  山　内　53-2933　 大　雄　52-3905

横手市ふれあい安心カードを発行します外来でも経鼻内視鏡検査を受けられます

　口から飲み込む内視鏡（胃カメラ）は、のどを通る
時に舌の根元に内視鏡が触れるため、咽頭反射により
吐き気が生じ、「つらい、苦しい」イメージが強く、
敬遠される方が多いようです。
　内視鏡を鼻から挿入する、経鼻内視鏡検査は、「安
全で、苦痛の少ない、患者さんにやさしい」胃内視鏡
検査として全国で普及しています。
　市立横手病院内視鏡室でも、今年４月から人間ドッ
クを受ける方の胃の検査を目的に、経鼻内視鏡を導入
してきましたが、このたび、内視鏡経験の豊富な医師
を増員し、内視鏡の本数を増やしましたので、外来患
者さんにも経鼻内視鏡検査ができるようになりました。
　経鼻内視鏡は、内視鏡そのものが５．９㍉と細いた
め、検査中の負担が軽いことも大きなメリットです。
検査中に会話もできますので医師に質問することも可
能です。ご希望により対応いたしますので、診察時に
ご依頼ください。
　なお、両側の鼻腔が狭い方や検査の目的によっては、
経鼻内視鏡の使用ができませんので、口から飲み込む
内視鏡に変更になりますので、ご了承ください。

information
市からのお知らせ 政情報便行

ふれあい安心カード

横手市
よこてし 番　号　　１１１１１

氏　　名 横　手　太　郎

住　　所 横手市中央町８番２号

生年月日

平成19年12月１日 発行　　横手市　福祉環境部　高齢ふれあい課
秋田県横手市大森町字大中島268番地

電話：0182-35-2134

昭和10年10月１日

表　面

自由記載欄⇒　心臓疾患があります

■このカードは、本人以外使用することはできません。

■このカードは、本人の申請により作成しました。

■このカードは、印鑑の登録申請、金融機関における本人確認には使用
　することはできません。

※ 緊急（急病・災害等）時には、上記の者にご連絡をお願いします

増　田　一　郎 長 男 0182-45-5514
平　鹿　花　子 長 女 0182-24-1114

自宅の電話番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 0182-32-2710
氏名等 電話番号本人との関係

緊急連絡先情報

裏　面

「事業仕分け」作業が実施されます

　現在、市が行ってい
る行政サービスなどに
ついて、行う必要があ
るかどうか、また必要
であれば誰（国、県、
市、民間等）が担うべ
きかを話し合い、仕分
けをする「事業仕分け」
を実施するにあたり、仕分け作業を公開します。
　傍聴の申込みは不要ですので、これからのまちづく
りのために、積極的な傍聴をお願いします。
◆日　時　12月18日（火）　午前９時～午後４時
　　　　　（時間内の会場への出入りは自由です）
◆場　所　市役所南庁舎　講堂
◆問合せ　市総務企画部行政経営改革室（南庁舎内）
　　　　　　35-2144

主
な
仕
事
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
長
で
す

市長の動静
（10月中旬～11月中旬）

横
手
市
長
　

五
十
嵐 

忠
悦

○
10
／
17
…
台
湾
華
陽
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
表

敬
訪
問
（
市
役
所
南
庁
舎
）

　

市
内
ロ
ー
タ
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ラ
ブ
と
以
前
か
ら
交
流

の
あ
っ
た
華
陽
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ

ー
が
横
手
市
を
訪
れ
た
。
台
湾
経
済
界
の
ト
ッ

プ
で
活
躍
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れ
て
い
る
方
も
多
く
、
台
湾
と
横

手
の
物
産
、
人
的
交
流
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

た
。

○
10
／
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…
地
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興
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再
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に
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要
望

（
秋
田
市
）

　

県
の
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市
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地
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出
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何
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を
尽
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た
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蔵
が
数
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に
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軒
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て
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る
の
は
、
他
に
例
を
見
な
い
の
で
は
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期
間
中
、
あ
い
に
く
の
天
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に
も
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か
わ
ら
ず
、

県
内
外
か
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多
く
の
客
が
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れ
た
こ
と
か
ら
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て
も
、
そ
の
関
心
の
高
さ
が
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か
が
え
る
。
た

だ
、
ほ
と
ん
ど
が
生
活
の
場
と
し
て
現
に
使
わ

れ
て
お
り
、
常
時
公
開
は
容
易
で
は
な
い
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文

化
遺
産
と
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て
の
保
存
や
、
ま
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く
り
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ど

の
よ
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に
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で
き
る
か
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○
10
／
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…
後
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の
合
戦
歴
史
遺
産
を
考
え

る
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（
市
内
）

　

合
戦
の
歴
史
的
意
義
を
再
認
識
し
、
観
光
や

ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
活
か
せ
る
の
か
。
い
ろ
い

ろ
な
ヒ
ン
ト
を
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だ
い
た
１
日
と
な
っ
た
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○
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／
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…
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ん
な
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東
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20
周
年
を
迎
え
た
さ
ん
な
い
古
里
会
。
出
稼

ぎ
に
来
て
い
た
村
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が

設
立
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
会
員

減
少
な
ど
課
題
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
会
員
の
皆

さ
ん
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
大
い
に
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
た
。
故
郷
へ
の
応
援
も
し
っ

か
り
と
お
願
い
申
し
上
げ
た
。

＜高齢者寄り合い場づくり事業のご紹介＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域の寄り合いの場である“店っこ”に集まり、お
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　互いの顔を見合わせて、元気に過ごす力を分け合って
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いた古きよき時代。高齢者寄り合い場づくり事業は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうした地域力を復活させ、健康で元気に過ごせるよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うにという思いから始められたものです。
　今年度は大森町前田地区、山内三又地区をモデル地区として、高齢者の皆さんの暮らしに関する聞き
取り調査を行いました。両地区ともに「生涯現役農業従事者」としての自負をもって生活されている一
方、さまざまな健康不安を抱えていることが浮き彫りとなりました。日々農作業に追われる中、顔なじ
みの仲間と元気に暮らしていることをたたえ合いながら一息つく。
　健康の駅推進室
では、こうした寄
り合い場が地域の
中へ自然に溶け込
み、次代に受け継
ぐ財産となるよう
に育てていきたい
と考えています。

健康だより
福祉環境部健康の駅推進室

市長の健康づくりプロジェクト ～ 今月の測定データ ～

実施前（4/12）

今　回（11/6）

増　　減

体重

87.8㎏

86.6㎏

-1.2㎏

体脂肪

31.4％

30.3％

-1.1％

平均歩数

4,580歩

6,224歩

+1,644歩
山内三又地区でのモデル事業の様子

私のまちの市長室で各地域を訪れています

　３５－２１２７
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地域の

地域医療の未来を考える
■テレビ電話会議現地研修会（大森）
　横手市と奥州市の両会場をテレビ電話システムで結
び、映像を通して地域医療を学び合う研修会が11月10
日、大森町高齢者等保健福祉センターで行われました。 
　「私たちのこれからの地域医療づくり」をテーマと
した会議には、地域住民や医療関係者、行政関係者な
ど約100人が参加。自治医科大学教授の梶井英治氏に
よる講演や両市の医療従事者による医療現場からの報
告などが行われると、参加者たちはメモを取るなどし
て真剣な表情で聞き入っていました。 講師の質問にリモコンを操作し、回答する参加者たち

仕事と生活の調和を学ぶ
■「秋田のブラボーな生き方発掘!」フォーラム（増田）
　11月11日、「秋田のブラボー（すてき）な生き方発
掘！」フォーラムが増田ふれあいプラザで開催され、
180人が参加しました。フォーラムでは、横手市男女
共同参画標語コンクール表彰式が行われ、最優秀賞の
高橋貴蘭さん、優秀賞の菊地智絵さんと中安将太さん
に表彰状が贈られました。その後、パネルディスカッ
ションやブラボー中谷さんのトークとマジックを通し
て、充実した家庭・職場・地域活動をおくるために大
切な、仕事と生活の調和について理解を深めました。 息の合ったマジックを披露したブラボー中谷夫妻

海の恵みを絶やさないために
■水と樹木のシンポ10周年記念講演会（横手）
　横手市、美郷町などが組織する「横手川と水環境を
考える会」の発足から10周年を迎えたのを記念し、潟
上市出身のフリーカメラマン、中村征夫さんによる講
演会が11月16日、かまくら館で開催されました。
　写真や映像を通して環境問題を伝え続けている中村
さんは、これまで訪れた国内外の海でのエピソードを
交えながら「サンゴ礁も高齢化、少子化が進んでいる。
人間が自然を痛めつけた反省の上に立ち、ちょっとし
た心遣いで温暖化は防げる」と話しました。スライドを披露しながら語る中村さん

伝統芸能を堪能
■第５回民俗芸能フェスティバル（増田）
　伝統芸能の伝承と保存、伝統芸能に対する理解を高
めることを目的に、横手市増田民俗芸能フェスティバ
ルが11月18日、増田ふれあいプラザで開催されました。
　増田地域センター運営協議会の主催で５回目の開催
となった今年は、県外から初参加の岩崎鬼剣舞保存会
（岩手県北上市）の鬼剣舞をはじめ、飯田川鷺舞保存
会（潟上市）の鷺舞、地元の八木番楽保存会など10団
体が次々に伝統芸能を披露。会場を訪れた約400人の
観客を魅了しました。鷺舞を披露する潟上市の飯田川鷺舞保存会

ぐい らん
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情
報

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
学
校
か

ら
講
師
を
招
き
、
『
に
い
が
た
の
清

く
楽
し
く
美
し
く
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
12
月
７
日（
金
）午
後
３
時

　

〜
４
時
30
分

◆
場
所
／
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

講
堂

◆
問
合
せ
／
市
総
務
企
画
部
企
画
課

　
　

３
５
‐
２
１
６
４

横
手
駅
前
の
再
開
発
事
業
に
関
す
る

都
市
計
画
の
変
更
説
明
会
を
開
催

　

横
手
駅
東
口
第
一
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
の
計
画
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
う
都
市
計
画
の
変
更
に
つ

い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
７
日（
金
）、
第
１
回

　

＝
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
、

　

第
２
回
＝
午
後
７
時
〜
８
時

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館
５
階

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　

開
発
調
整
担
当
　

４
２
‐
５
１
１
７

行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

協
働
推
進
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
７

　

五
十
嵐
市
長
の
講
演
や
協
働
事
例

発
表
、
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
代
表
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
14
日（
金
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

◆
場
所
／
秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参

　

画
セ
ン
タ
ー
（
神
明
町
）

◆
定
員
／
50
名
（
参
加
無
料
）

◆
申
込
み
／
南
部
市
民
活
動
サ
ポ
ー

　

ト
セ
ン
タ
ー
　

３
３
‐
７
０
０
２

槻
の
木
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

平
鹿
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
樹
齢

５
０
０
年
以
上
あ
る
県
指
定
天
然
記

念
物
の
『
槻
の
木
』
に
、
約
５
，
０

０
０
個
の
電
球
を
灯
し
、
巨
大
ツ
リ

ー
に
す
る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
す
。
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◆
作
業
日
時
・
内
容
／
電
球
取
り
付

　

け
＝
12
月
11
日（
火
）午
後
７
時
〜

　

９
時
、
電
球
は
ず
し
＝
１
月
11
日

　

（
金
）午
後
７
時
〜
９
時

◆
場
所
／
浅
舞
感
恩
講
保
育
園

◆
問
合
せ
／
槻
の
木
光
の
フ
ァ
ン
タ

　

ジ
ー
実
行
委
員
会
（
平
鹿
地
域
局

　

産
業
振
興
課
内
）
　

２
４
‐
１
１

　

１
８

銀
河
系
宇
宙
ほ
ら
ふ
き
決
勝
大
会

第
　

回
大
会
出
場
者
募
集

　

地
域
興
し
の
ア
イ
デ
ア
や
突
拍
子

も
な
い
夢
を「
ほ
ら
」と
い
う
か
た
ち

で
語
る
『
銀
河
系
宇
宙
ほ
ら
ふ
き
決

勝
大
会
』
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時
／
１
月
13
日（
日
）午
後
１
時

　

〜
５
時
30
分

◆
場
所
／
雄
物
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー
　

ホ
ー
ル

◆
募
集
定
員
／
８
名
以
内
（
学
生
・

　

グ
ル
ー
プ
の
出
場
も
可
）

◆
募
集
締
切
／
12
月
17
日（
月
）

◆
問
合
せ
／
雄
物
川
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
　

２
２
‐
５
５
３
５

『
か
ま
く
ら
館
ふ
れ
あ
い
事
業
』に

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

か
ま
く
ら
館
を
会
場
に
、
演
劇
や

コ
ン
サ
ー
ト
、
作
品
展
示
会
な
ど
、

広
く
大
勢
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
事
業
（
営
利
目
的
を
除
く
）
を

開
催
す
る
団
体
や
個
人
の
方
に
会
場

使
用
料
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

◆
対
象
事
業
／
来
年
４
月
か
ら
９
月

　

ま
で
に
か
ま
く
ら
館
で
開
催
す
る

　

事
業

◆
申
込
締
切
／
１
月
18
日（
金
）

◆
申
込
方
法
／
か
ま
く
ら
館
内（
社
）

　

横
手
市
観
光
協
会
事
務
局
備
え
付

　

け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
提

　

出
（
申
込
用
紙
は
横
手
市
観
光
協

　

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
可
能
で
す
）

◆
申
込
み
／（
社
）横
手
市
観
光
協
会

　
　

３
３
‐
７
１
１
１

第
　

回「
雪
を
う
た
う
」市
民
俳
句

大
会
投
句
募
集

　

雪
に
関
す
る
創
作
活
動
か
ら
、
横

手
ら
し
さ
の
再
発
見
や
ふ
る
さ
と
意

識
の
高
揚
、
さ
ら
に
は
利
雪
や
親
雪

と
い
っ
た
「
雪
と
の
共
生
」
を
願
っ

て
開
催
し
ま
す
。
冬
の
風
景
を
十
七

音
に
ま
と
め
て
、
横
手
な
ら
で
は
の

冬
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
応
募
資
格
／
市
内
在
住
の
方
、
市

　

出
身
の
方
、
市
内
へ
通
勤
・
通
学

　

し
て
い
る
方
（
未
発
表
の
句
、
一

　

人
一
句
）

◆
応
募
方
法
／
今
号
の
市
報
と
共
に

　

配
布
し
た
投
句
用
紙
、
ま
た
は
各

　

地
域
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
公

　

民
館
備
え
付
け
の
投
句
用
紙
で
ご

　

応
募
く
だ
さ
い

◆
応
募
期
限
／
１
月
18
日（
金
）

◆
投
句
先
・
問
合
せ
／
〒
０
１
３
‐

　

０
０
１
８
　

横
手
市
本
町
３
‐
30

　

横
手
中
央
公
民
館
　

３
２
‐
３
１

　

３
７

母
親
教
室

　

ま
も
な
く
お
母
さ
ん
に
な
る
方
を

対
象
と
し
た
育
児
教
室
で
す
。

◆
日
程
・
内
容
／
12
月
21
日（
金
）午

　

後
１
時
〜
３
時
＝
胎
児
の
発
育
と

　

妊
娠
中
の
生
活
・
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ

　

ク
ス
、
１
月
18
日（
金
）午
後
１
時

　

〜
３
時
＝
母
乳
の
働
き
と
衛
生
・

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
、
２
月
15
日

　

（
金
）午
後
１
時
〜
３
時
＝
お
産
の

　

し
く
み
と
産
後
の
生
活
・
マ
タ
ニ

　

テ
ィ
ビ
ク
ス
、
３
月
14
日（
金
）午

　

前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
＝
妊
娠

　

中
の
栄
養
に
つ
い
て
・
マ
タ
ニ
テ

　

ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

◆
場
所
／
平
鹿
町
ゆ
と
り
館

◆
申
込
み
／
平
鹿
町
ゆ
と
り
館
　

２

　

４
‐
０
０
０
７
（
随
時
受
付
）

ス キ ー 場 名
天下森スキー場（　45-9816）
雄物川スキー場（　22-2400）
山内スキー場（　53-2240）
横手公園スキー場（　33-4101）
大森スキー場（　26-4210）

営　業　開　始
12月22日（土）午前９時
12月20日（木）午前９時
12月20日（木）午前９時
12月20日（木）午前９時
12月22日（土）午後３時※式典後営業開始

営業期間
３月上旬まで
３月中旬まで
３月中旬まで
３月２日まで
３月２日まで

市内スキー場オープン情報 ※降雪状態により、営業期間が変更になる場合があります。

16

10

つ
き

か
ん
の
ん
こ
う
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情報～information～いどばたプラザ

親子創作教室『チャレンジ・ザ・冬』
　12月と１月の休日を中心に開催する教室です。申し込
みが必要ですのでお問い合わせください。
●内容／陶芸、手打ちそば、ゆびあみマフラー、ねずみ
のおもちゃ、おやつ作り ●開催時刻／午前の部 10時～、
午後の部 １時30分～　●場所／南部シルバーエリア ●
対象／親子（子供、大人単独での参加も可）　●問合せ
／南部シルバーエリア 　26－3880

東北電力企業グループまるごとｅｃｏイベント
　親子マイ箸づくりやリサイクル市、エコクイズラリー
など、楽しみながら環境を考えるイベントを開催します。
リサイクル市への家庭日用雑貨（未使用のもの）の提供
もお待ちしています。なお、収益金はすべて公的機関に
寄付させていただきます。
●日時／12月22日（土）午前10時～正午　●場所／かまく
ら館５階　●主な内容／親子マイ箸づくり（午前10時、
要事前申込み）、リサイクル市（午前11時）●問合せ／
東北電力（株）横手営業所総務課 石川さん 　32－5697

横手おやこ劇場 第58回鑑賞活動 『天にのぼったじいさん』
　パペットシアター「らせんくらぶ」による人形劇公演
などを行います。
●日時／12月７日（金）午後７時開演　●場所／サンサン
横手　●会費／入会金200円・月会費800円（会費制、４
歳未満無料）　●問合せ／齊藤さん 　32－0573

耿墨展
　公募展入賞作品などの書道作品、約100点を展示します。
●期間／12月９日（日）～12日（水）　●時間／午前９時～
午後５時30分　●場所／かまくら館５階　●入場料／無
料　●問合せ／書道研究 耿禾会 下田さん 　42－1215

自然を愛する皆さんの集い
　年末特別企画として、アスパラ料理とギター演奏によ
るライブでお楽しみください。
●日時／12月16日（日）午後１時開演　●場所／レストラ
ン煉瓦屋（寿町）　●申込期限／12月12日（水）　●問合せ
／レストラン煉瓦屋 　33－2811

リメイク講習会『子供の耳あて付帽子をつくろう！』
●日時／12月７日（金）午前10時～正午　●場所／金沢公
民館２階会議室　●参加費／500円（子供連れでの参加も
可）　●持ち物／裁縫道具、不要になった大人のＴシャ
ツ２枚　●問合せ／金沢公民館 伊藤さん 　37－2111

保呂羽山少年自然の家　チャレンジ！スノーキャンプ
　かんじきハイキングや雪上キャンプなど、冬ならでは
の体験を楽しむことができます。
●日時／１月12日（土）～13日（日）　●場所／保呂羽山少
年自然の家　●対象／小学４年生から中学生まで　●定
員／40名　●募集開始／12月３日（月）　●問合せ／保呂
羽山少年自然の家 　26－6011

食育エコクッキング
　自然食料理教室やゲームなどを行います。また、専門
のカウンセラーが子育ての悩みにお答えするコーナーも
用意しています。
●日時／12月28日（金）午前10時～午後３時　●場所／羽
後町コミュニティセンター（西馬音内本町）　●参加費
／大人1,000円、中学生以下500円、幼児200円 （予約制
託児１人600円）　●申込締切／12月22日（土）　●持ち物
／エプロン、三角巾、内ズック　●問合せ／えがおの会 
鈴木さん 　・　0183－62－5291

市民総体バスケットボール大会
●期日／12月15日（土）、16日（日）　●場所／横手体育館
●参加資格／横手市在住または在勤の方　●申込期限／
12月９日（日）　●申込み・問合せ／横手市バスケットボ
ール協会 　33－3772、横手体育館 　33－2102 

大橋壽子手芸教室作品展
　大橋手芸教室に参加した皆さんの作品展です。
●期間／12月２日（日）～10日（月）、午前10時～午後５時
（火曜日休館）　●場所／ね・ま～れ（十文字駅前通り）
●問合せ／ゆずり葉の会 石川さん 　42－0820

筝アンサンブル蕗の会　ロビーコンサート
　筝の演奏や筝の調べでソプラノ独唱が披露されます。
●日時／12月11日（火）午後２時30分～３時10分　●場所
／平鹿総合病院ロビー　●問合せ／髙橋さん　36－1937

いのちを愛しむ朗読会　～限りあるいのちをみつめて～
●日時／12月８日（土）午後２時～　●場所／大森図書館
●参加費／無料　 ●問合せ／グループ木もれび 柴田さ
ん 　090－9034－8912

仙北おしば美術同好会『花遊会』作品展
●期間／12月６日（木）まで　●場所／南部シルバーエリ
ア　●問合せ／南部シルバーエリア 　26－3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

idobata  plaza
どばたプラザい 市民団体やＮＰＯなど行政以外からの

お知らせを掲載するコーナーです。
平
鹿
図
書
館
『
図
書
館
講
座
』

　

「
横
手
時
代
の
石
橋
湛
山
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
聴
講
は

自
由
で
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

◆
日
時
／
12
月
17
日（
月
）午
後
２
時

◆
場
所
／
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
講
師
／（
社
）横
手
市
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー
理
事
長 
川
越
良
明
氏

◆
問
合
せ
／
平
鹿
図
書
館
　

２
４
‐

　

３
２
８
１

多
重
債
務
無
料
相
談
会

　

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
県
職
員
等

に
よ
る
無
料
相
談
会
で
す
。
相
談
さ

れ
る
方
は
借
入
関
係
が
わ
か
る
書
類

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
12
月
９
日（
日
）午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手

◆
問
合
せ
／
県
生
活
セ
ン
タ
ー
　

０

　

１
８
‐
８
３
６
‐
７
８
０
６

【
市
多
重
債
務
相
談
窓
口
】

　

横
手
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
　

３

　

２
‐
２
１
１
１
、
市
産
業
経
済
部

　

商
工
労
働
課
　

４
５
‐
５
５
１
６

ほ
ろ
わ
の
里
資
料
館
　

冬
期
閉
館
の
お
知
ら
せ

　

12
月
１
日
か
ら
『
ほ
ろ
わ
の
里
資

料
館
』
を
冬
期
閉
館
し
ま
す
。
来
年

度
は
５
月
１
日
か
ら
開
館
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
市
教
育
委
員
会
教
育
総

　

務
部
文
化
財
保
護
課
　

２
４
‐
３

　

４
８
０

財
団
法
人
　

秋
田
県
社
会
福
祉
会

無
料
相
談
事
業

　

県
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
社
会
福
祉
士

に
よ
る
相
談
援
助
事
業
（
無
料
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
毎
月
第
４
土
曜
日
、
午
前

　

９
時
〜
正
午

◆
場
所
／
す
こ
や
か
横
手
地
域
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
（
横
山
町
）

◆
問
合
せ
／
す
こ
や
か
横
手
　

３
３

　

‐
７
７
７
７

映
画
上
映
会
『
裁
判
員
〜
選
ば
れ
、

そ
し
て
見
え
て
き
た
も
の
』

　

映
画
上
映
会
と
制
度
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
鑑
賞
ご
希
望
の
方
は
あ
ら
か

じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
12
月
８
日（
土
）午
後
１
時

　

〜
３
時
頃

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館
５
階
市
民
ギ

　

ャ
ラ
リ
ー

◆
問
合
せ
／
秋
田
地
方
裁
判
所
横
手

　

支
部
庶
務
課
　

３
２
‐
４
１
３
０

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林

の
管
理
・
経
営
に
皆
さ
ん
の
声
を
役

立
て
て
い
く
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

◆
任
期
／
平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21

　

年
３
月

◆
内
容
／
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

◆
募
集
人
員
／
48
人

◆
募
集
期
間
／
12
月
３
日（
月
）〜
28

　

日（
金
）

◆
問
合
せ
／
東
北
森
林
管
理
局
国
有

　

林
モ
ニ
タ
ー
係
　

０
１
８
‐
８
３

　

６
‐
２
２
７
４

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

◆
募
集
住
宅
・
戸
数
／
吉
沢
住
宅
２

　

戸
、
朝
日
が
丘
住
宅
３
戸

◆
募
集
締
切
／
12
月
10
日（
月
）

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
建
築
課
　

３
２
‐
６
２
０
６

水道管の凍結にご注意 冬期間の水道料金
●水道の凍結事故にご注意を
　例年、12月から２月にかけて、水道の凍結事
故が多発します。特に、
　・真冬日になった場合
　・外気温が氷点下４度以下になった場合
　・長期間水道を使用しない場合
に凍結することが多いようです。水道が凍結す
ると、水が使えなくなるだけでなく、修理に多
額の費用がかかることになります。
●水抜き栓の開閉は確実に
　凍結防止には「水抜き栓による水道管の水抜
き」が効果的ですが、開け閉めはしっかりと止
まるまで行ってください。不完全だと地下部分
から漏水し水道料金が増える原因になります。
この場合は漏水減免の対象になりません。
●万が一、凍結・破裂したときは
　水道の凍結、破裂による漏水の場合は、すぐ
に市指定給水装置工事事業者にご相談ください。

【横手地域・増田地域・大森地域】
…冬期間も検針により料金を賦課します。

　スムーズな検針のため、メーターボックス周
辺の除雪にご協力ください。積雪や雪囲いのた
め検針できない場合は、推定料金で賦課した上
で、検針が可能になった月に精算を行います。

【平鹿地域・山内地域・大雄地域】
…12月から冬期間推定料金で賦課します。

【雄物川地域・十文字地域】
…１月から冬期間推定料金で賦課します。

　昨年度冬期の１か月当たりの平均使用量で仮
の料金を計算し、検針が始まる５月になってか
ら精算を行いますので、ご協力をお願いします。
　なお順次、暫定料金（使用料）を記載した「冬
期間水道料金等のお知らせ」を各世帯等に発送
しますが、料金（使用料）を変更したい場合は下
記までご連絡ください。

た
ん
ざ
ん

こう

こと ふき

ぼく

こう か

■問合せ／各地域局地域維持課水道担当、または
　　　　　上下水道部水道業務課料金担当（横手庁舎内）　32－2758
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小松　麻衣さん
　（20歳・平鹿）

伊藤美津子さん
　（54歳・大森）

　

麻
衣
さ
ん
は
、
㈱
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ア
ク
タ
ー

「
モ
モ
タ
ロ
ー
美
容
室
　

横
手
サ
テ
ィ
店
」に
美

容
師
と
し
て
勤
務
。
「
美
容
師
と
し
て
は
ま
だ

ま
だ
」
と
話
す
彼
女
で
す
が
、
理
美
容
の
東
北

大
会（
競
技
部
門
）で
優
勝
す
る
な
ど
、
着
実
な

成
長
を
続
け
、
先
輩
の
信
任
も
厚
い
よ
う
で
す
。

人
見
知
り
せ
ず
、
明
る
く
は
き
は
き
と
し
た
人

柄
が
利
用
者
に
も
好
評
で
す
。 

◆
自
分
の
性
格
は
？ 

　

ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
的
な
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

◆
好
き
な
言
葉
は
？

　

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
「
一
期
一
会
」
。 

◆
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

カ
ッ
ト
部
門
な
ど
、
こ
れ
ま
で
担
当
し
た
こ

と
の
な
い
新
た
な
分
野
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

羽族

佐々木直治郎さん（78歳）
　　　　妙子さん（73歳）

（横手）

　バドミントンのシャトルの羽根と家族の
ような仲間たち、というのがサークル名の
由来と話す「羽族」の皆さん。その名のと
おり、羽根が鋭く風を切る音と楽しそうな
笑い声が体育館に響き渡っています。 
　羽族は平成16年に発足。毎週水曜の夜７
時から市民体育館で練習に励んでいます。
メンバーは若い世代が多く、初心者から上
級者までと幅広いレベルで楽しめるのが特
徴的です。毎月、大会等にも参加しており、
目標をたずねると「もちろん全県優勝！」
という力強い答えが返ってきました。 
　日頃の運動不足解消に、または楽しい仲
間づくりにと、きっかけはそれぞれですが、
誰でも気軽に楽しめるのがバドミントンの
魅力です。一緒に心地良い汗を流してみま
せんか。　 
◆問合せ　小松さん　090-7071-5335

　

美
津
子
さ
ん
は
茨
城
県
取
手
市

の
出
身
。
地
元
で
和
裁
師
を
し
て

い
た
時
に
、
知
人
の
紹
介
で
夫
の

吉
美
さ
ん（
湯
沢
市
出
身
）と
出
逢

い
、
結
婚
。
平
成
５
年
に
大
森
地

区
に
引
っ
越
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

横
手
に
来
た
き
っ
か
け
は
、
雑

誌
で
見
か
け
た
大
森
地
区
の
分
譲

地
に
吉
美
さ
ん
が
秘
か
に
応
募
し

て
い
た
こ
と
だ
っ
た
と
か
。
「
千

葉
県
に
新
築
の
家
も
あ
り
ま
し
た

し
、
思
わ
ぬ
当
選
の
通
知
に
悩
み

ま
し
た
ね
」
と
、
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
田
舎
暮
ら

し
へ
の
憧
れ
と
子
育
て
に
良
い
環

境
を
と
の
思
い
か
ら
、
横
手
で
の

生
活
を
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

雪
国
、
横
手
で
の
生
活
に
つ
い

て
は
「
雪
と
の
共
存
を
考
え
た
生

活
ス
タ
イ
ル
や
発
想
に
感
心
し
ま

し
た
ね
。
教
科
書
で
し
か
見
た
こ

と
の
な
い
、
か
ま
く
ら
の
大
き
さ

に
も
驚
き
ま
し
た
し
、
私
自
身
、

40
歳
に
な
っ
て
初
め
て
ス
キ
ー
に

も
挑
戦
し
た
ん
で
す
よ（
笑
）」
と
、

そ
の
と
き
の
体
験
を
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
語
っ
て
く
れ
る
美
津
子
さ
ん
。

　

現
在
は
主
婦
と
し
て
家
庭
を
支

え
る
毎
日
で
す
が
、
「
横
手
で
で

き
た
友
達
と
秋
田
を
巡
る
旅
を
し

て
み
た
い
で
す
ね
」
と
、
こ
れ
か

ら
の
夢
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
ご
夫
婦
は
昭
和
32

年
に
ご
結
婚
。
そ
の
後
、
直
治
郎

さ
ん
は
地
元
の
酒
店
で
働
き
、
妙

子
さ
ん
は
木
工
会
社
に
勤
め
、
夫

婦
共
働
き
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
退
職
し
た
直
治
郎
さ
ん

は
、
春
は
ワ
ラ
ビ
採
り
、
秋
は
キ

ノ
コ
採
り
と
、
大
好
き
な
山
を
散

策
し
て
は
老
後
を
楽
し
む
日
々
。

　

一
方
、
妙
子
さ
ん
は
17
年
間
続

け
て
き
た
舞
踊
を
舞
台
で
披
露
し

た
り
、
地
元
婦
人
コ
ー
ラ
ス
に
所

属
し
た
り
と
芸
能
活
動
を
積
極
的

に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
役
に
立
ち
た
い
と
一
念
発
起

し
て
介
護
奉
仕
員
の
資
格
を
取
得
。

老
人
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
お
２
人
の
今
一
番
の
楽

し
み
は
、
遠
方
で
暮
ら
す
娘
さ
ん

家
族
を
訪
ね
る
こ
と
。
「
孫
の
世

話
を
し
た
り
、
娘
の
招
待
で
野
球

や
相
撲
の
観
戦
な
ど
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
健
康
で
来
年
も

孫
の
顔
を
見
る
こ
と
、
こ
れ
が
私

た
ち
の
目
標
で
す
ね
」
と
、
お
孫

さ
ん
の
話
題
に
思
わ
ず
笑
顔
ほ
こ

ろ
ぶ
お
２
人
で
し
た
。
　

　

茨城県

取手市

■面積　69.96k㎡
■人口　111,468人
■世帯　43,442世帯

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん

を
リ
レ
ー
方
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
小
松
さ
ん
は
、

前
回
の
向
井
さ
ん
か
ら
の
ご
紹
介
で
す
。

孫
と
の
ふ
れ
あ
い
が
健
康
の
源

バドミントンサークル（横手）

千葉県

福島県

埼玉県

栃木県

茨城県

・ ・

う ぞく
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日当番医休
12月２日（日）
12月９日（日）
12月16日（日）

横手町 
杉沢
寿町

　35-1008 
　35-2666
　33-2256

湊クリニック
こはま泌尿器科クリニック
千葉小児科医院

児健診・予防接種乳 乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

療所診
【増田地域】
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　12月５・12日（水）
　診療時間　14:00～15:30
【雄物川地域】
えがおの丘診療所
　診 療 日　12月５・12日（水）
　診療時間　14:30～15:30
大沢診療所
　診 療 日　12月10日（月）
　診療時間　13:30～14:30

お出かけ前にご確認ください
館日休

横手図書館　　12月3・16日
増田図書館　　12月3・10・16・17日
平鹿図書館　　12月3・10・17日
雄物川図書館　12月3・10・17日
大森図書館　　12月3・10・17日
十文字図書館　12月10・16日
山内図書館　　12月8・9・15・16日
大雄図書館　　12月3・10・16・17日
雄物川資料館　12月3・10・17日
えがおの丘　　12月3・10・17日
三吉山荘　　　12月4・11・18日
大森健康温泉　12月3・10・17日
ゆとりおん大雄　12月6日
シルバーエリア　12月3・10・17日
健康の駅トレーニングセンター　　
　　　　　　　12月5・12日
子どもと老人のふれあいセンター　
　　　　　　　12月3・10・17日

談相
【横手地域】
無料法律相談
　日　時　12月５日（水）　10：00～15：00（要予約）
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
心配ごと相談所
　日　時　12月６・13日（木）　９：30～12：00
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　12月14日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局市民生活課環境・防災担当　32-2703
育児相談
　毎週月曜～金曜日　９:00～17:00
　場所・問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談
　毎週月曜～木曜日　10:00～12:00　13:00～15:00
　場所・問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
心配ごと相談
　日　時　12月６・13日（木）　９:30～12:00
無料法律相談
　日　時　12月10日（月）　10:00～12:00
　※事前連絡が必要です。
　　横手市社会福祉協議会増田福祉センター　45-484
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
心配ごと相談
　日　時　12月５・12日（水）　９:30～12:00
【雄物川地域】
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　12月３・10・17日（月）　９：30～12：00
行政相談　■場所　雄物川保健センター
　日　時　12月17日（月）　10：00～12：00
【大森地域】
心配ごと相談所　■場所　高齢者等保健福祉センター
　日　時　12月４・11・18日（火）　９：30～12：00
健康相談・栄養教室　　■場所　大森健康温泉
　日　時　12月11日（火）　10:00～11:00
　問合せ　大森地域局福祉保健課　26-4030
【十文字地域】　■場所　幸福会館
心配ごと相談所
　日　時　12月７・14日（金）　９:30～12:00
【山内地域】　■場所　福祉センター
心配ごと相談所
　日　時　12月４・11・18日（火）　９:30～12:00
【大雄地域】　■場所　福祉センター
心配ごと相談
　日　時　12月７・14日（金）　９:30～12:00
特設人権相談
　日　時　12月６日（木）　10:00～15:00

血日程献
実施時間
10:00～12:00
13:15～16:00
10:00～11:30
12:00～13:00
14:00～14:50
15:00～16:00
10:00～11:00
14:45～16:00
10:00～12:00
13:00～16:00

月　日 地　域

横手サティ
（ふれあい献血キャンペーン）

12月５日（水）横　手 成　分

12月７日（金）十文字 全　血

12月11日（火）横　手 全　血

12月16日（日）横　手 全　血

種　類献血実施場所
平鹿地域振興局
市役所 南庁舎
（株）増田鉄工場
（株）十文字サントップ
秋田県農協乳業（株）
道の駅十文字「まめでらが～」
住友生命保険秋田支社県南分館
タカヤナギ・グランマート婦気店

 

 
　
　
　
 
　
　
 
　
　
　
　
 
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
 
　
 
　
　
　
 
　
　
　
　
　
 
　
　

【横手地域】　■場所　横手保健センター
12か月児健康相談（平成18年11月生まれ）
　日　時　12月５日（水）　受付９：30～10：30
１歳６か月児健診（平成18年５月生まれ）
　日　時　12月６日（木）　受付12：30～13：30
２歳児歯科健診（平成17年６月生まれ）
　日　時　12月４日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成16年５月生まれ）
　日　時　12月７日（金）　受付12：30～13：30
ＢＣＧ予防接種（生後３か月～６か月未満）
　日　時　12月17日（月）　受付13：00～13：45
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
７か月児健診（平成19年４月生まれ）
　日　時　12月４日（火）　受付13：00～13：20
10か月児健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　12月４日（火）　受付13：20～13：40
12か月児健康相談（平成18年10月～11月生まれ）
　日　時　12月７日（金）　受付９：30～10：00
２歳児歯科健診（平成17年５月～６月生まれ）
　日　時　12月５日（水）　受付13：00～13：30
４歳児健康相談（平成15年４月～５月生まれ）
　日　時　12月６日（木）　受付13：00～13：30
三種混合予防接種（平成19年４月～６月生まれ）
　日　時　12月13日（木）　受付13：00～13：30
【雄物川地域】　■場所　雄物川保健センター
４か月児健診（平成19年７月生まれ）
　日　時　12月６日（木）　受付13：00～13：15
７か月児健診（平成19年４月生まれ）
　日　時　12月６日（木）　受付13：00～13：15 
10か月児健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　12月６日（木）　受付13：00～13：15
12か月児健康相談（平成18年11月生まれ）
　日　時　12月６日（木）　受付９：30～10：30
１歳６か月児健診（平成18年４月～５月生まれ）
　日　時　12月４日（火）　受付13：00～13：15
２歳児歯科健診（平成17年５月～６月生まれ）
　日　時　12月５日（水）　受付13：00～13：15
三種混合予防接種
　日　時　12月17日（月）　受付12：30～13：00
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
４か月児健診（平成19年７月生まれ）
　日　時　12月７日（金）　受付12：00～12：15
７か月児健診（平成19年４月生まれ）
　日　時　12月７日（金）　受付12：00～12：30
10か月児健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　12月７日（金）　受付12：00～12：30
三種混合予防接種
　日　時　12月17日（月）　受付12：30～12：45
【十文字地域】　■場所　幸福会館
４か月児健診（平成19年７月生まれ）
　日　時　12月４日（火）　受付12：50～13：20
７か月児健診（平成19年４月生まれ）
　日　時　12月５日（水）　受付12：50～13：10
10か月児健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　12月５日（水）　受付13：10～13：30
12か月児健康相談（平成18年11月生まれ）
　日　時　12月４日（火）　受付９：30～９：50
【山内地域】　
４か月児健診（平成19年７月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　12月５日（水）　受付13：00～13：30
７か月児健診（平成19年４月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　12月５日（水）　受付13：00～13：30
10か月児健診（平成19年１月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　12月５日（水）　受付13：00～13：30
12か月児健康相談（平成18年11月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　12月５日（水）　受付13：00～13：30

１歳６か月児健診（平成18年５月生まれ）　■場所　横手保健センター
　日　時　12月６日（木）　受付12：30～13：30
２歳児歯科健診（平成17年６月生まれ）　■場所　横手保健センター
　日　時　12月４日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成16年５月生まれ）　■場所　横手保健センター
　日　時　12月７日（金）　受付12：30～13：30
【大雄地域】　■場所　大雄福祉センター
４か月児健診（平成19年７月生まれ）
　日　時　12月５日（水）　受付12：00～12：30
７か月児健診（平成19年４月生まれ）
　日　時　12月５日（水）　受付12：00～12：30
10か月児健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　12月５日（水）　受付12：00～12：30
１歳６か月児健診（平成18年５月～６月生まれ）
　日　時　12月12日（水）　受付12：00～12：30
３歳児健診（平成 16年５月～６月生まれ）
　日　時　12月12日（水）　受付12：00～12：30
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リ
ン
ゴ
を
選
ん
で
く
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

あ
り
が
と
う
！「

Ｒ
・
Ｓ
」
さ
ん

（
16
歳
／
横
手
）

　

先
日
、
ス
ー
パ
ー
で
リ
ン
ゴ
を
買
お
う

と
迷
っ
て
い
た
時
の
こ
と
。
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
リ
ン
ゴ
が
あ
り
、
甘
い
リ
ン
ゴ
は

ど
れ
だ
ろ
う
と
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
、
私
の
隣
に
イ
チ
ジ
ク
を
カ
ゴ

に
い
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
て
一
緒
に

選
ん
で
く
れ
た
の
で
す
。
お
い
し
い
リ
ン

ゴ
は
ナ
イ
ロ
ン
袋
の
上
か
ら
で
も
い
い
香

り
が
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
袋
の
上
か
ら
香
り
を
か
ぎ
「
こ
れ
は

甘
い
リ
ン
ゴ
だ
な
ぁ
」
と
私
に
手
渡
し
て

く
れ
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
家
族
に
食
べ

さ
せ
る
と
全
員
そ
ろ
っ
て
お
い
し
い
と
言

い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ
の
節
は

あ
り
が
と
う
。

う
れ
し
さ
４
倍
!!

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
せ
な
い
」
さ
ん

（
50
歳
／
平
鹿
）

　

世
の
中
少
子
化
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

我
が
家
は
１
か
月
の
間
に
孫
が
２
人
産
ま

れ
、
姉
の
家
で
も
２
人
産
ま
れ
、
亥
年
の

赤
ち
ゃ
ん
が
身
近
に
４
人
も
い
る
ん
で
す
。

う
れ
し
い
こ
と
が
２
倍
、
２
倍
、
何
か
の

Ｃ
Ｍ
み
た
い
で
す
。
と
こ
ろ
で
自
分
の
事

を
何
と
呼
ば
せ
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
？
い
や
だ
〜
！

心
に
し
み
た
親
子
の
会
話

「
Ｌ
・
Ｋ
」
さ
ん

（
60
歳
／
平
鹿
）

　

ポ
リ
ー
プ
の
手
術
の
た
め
市
立
病
院
へ

入
院
し
た
時
の
事
、
手
術
を
終
え
て
ベ
ッ

ド
で
点
滴
を
受
け
て
い
る
時
、
向
こ
う
側

の
ベ
ッ
ド
の
患
者
さ
ん
の
母
親
ら
し
き
方

が
お
見
舞
い
に
来
ま
し
た
。
30
分
位
の
会

話
で
し
た
が
優
し
い
言
葉
が
け
に
思
わ
ず

ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
て
そ
の
息
子
さ
ん
に
言

葉
を
か
け
た
く
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
心

洗
わ
れ
る
よ
う
な
思
い
で
し
た
。
感
動
し

ま
し
た
。

つ
ど
い
の
広
場
　

ひ
ら
か

「
由
伸
ち
ゃ
ん
の
バ
ァ
ー
バ
」
さ
ん

（
59
歳
／
平
鹿
）

　

「
由
ち
ゃ
ん
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
温

か
く
迎
え
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
お
姉
さ

ん
、
い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。
と
て

も
心
が
い
や
さ
れ
る
時
間
で
す
。
つ
ど
い

の
広
場
の
お
か
げ
で
私
も
孫
育
て
に
少
し

自
信
が
湧
い
て
き
ま
し
た
よ
。
子
育
て
仲

間
と
出
会
い
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
て

も
有
意
義
な
時
間
で
す
。
広
場
は
ア
イ
デ

ア
あ
ふ
れ
る
飾
り
や
ち
ょ
っ
と
し
た
「
Ｃ

ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ　

ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
」
も
で
き
て
と

て
も
お
洒
落
!!
明
日
も
頑
張
っ
て
元
気
に

孫
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
〜
す
。 

楽
し
か
っ
た
旅
行

「
家
族
に
感
謝
」
さ
ん

（
73
歳
／
十
文
字
）

　

８
月
に
家
族
旅
行
で
花
巻
に
出
か
け
た
。

久
し
ぶ
り
の
一
泊
旅
行
の
た
め
孫
２
人
も

大
は
し
ゃ
ぎ
、
車
の
中
で
お
菓
子
を
ポ
リ

ポ
リ
、
飲
み
物
ゴ
ッ
ク
ン
〜
宿
で
ご
馳
走

が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
か
と
心
配
…
　

帰

り
の
朝
、
く
じ
引
き
が
あ
り
カ
ブ
ト
ム
シ

が
当
た
っ
た
。
毎
日
家
族
で
眺
め
て
い
る
。

動
い
た
、
動
い
た
、
エ
サ
食
べ
て
い
る
よ
、

と
ま
た
ま
た
大
は
し
ゃ
ぎ
。
カ
ブ
ト
ム
シ

に
「
ト
ム
」
と
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。
３

か
月
が
過
ぎ
、
寒
さ
に
向
か
う
た
め
心
配

で
す
。
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か

り
で
す
。

と
し
ょ
っ
た
な
〜
と
思
う
昔
ね
え
さ
ん

「
港
の
ヨ
ー
コ
よ
こ
は
ま
」
さ
ん

（
64
歳
／
雄
物
川
）

　

私
が
ま
だ
若
か
っ
た
頃
、
母
が
「
あ
れ
、

ど
ご
さ
よ
せ
だ
っ
け
？
」
と
私
に
よ
く
聞

き
ま
し
た
。
「
そ
れ
だ
ば
ど
こ
そ
こ
だ
」

と
私
は
即
答
で
き
ま
し
た
。
「
よ
ぐ
わ
か

る
ご
と
」
と
母
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
の
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
母
が
亡
く
な
り
、
私
も
年
を
重

ね
、
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
片
付

け
る
と
余
計
に
わ
か
ら
な
く
な
り
、
行
っ

た
り
来
た
り
し
て
何
回
も
同
じ
所
を
探
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
同
じ
よ
う
に

し
て
行
く
所
へ
行
く
の
か
な
ぁ
〜
と
思
う

こ
の
頃
で
す
。

家
族
み
ん
な
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

「
風
の
又
三
郎
」
さ
ん

（
33
歳
／
横
手
）

　

我
が
家
に
は
１
才
と
３
才
の
子
ど
も
が

い
ま
す
が
、
転
勤
族
の
た
め
ち
ょ
っ
と
し

た
時
に
実
家
で
子
ど
も
を
見
て
も
ら
う
こ

と
が
出
来
ず
に
困
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
思
い
き
っ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
み
ま
し
た
。
初
め
て

の
こ
と
で
心
配
し
た
の
で
す
が
、
ベ
テ
ラ

ン
お
母
さ
ん
の
お
か
げ
で
子
ど
も
達
も
機

嫌
良
く
過
ご
せ
た
よ
う
で
、
私
も
用
事
が

片
付
い
て
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
横
手

は
他
に
も
子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い
て

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
暮
ら
し
や
す
い
で

す
ね
。
で
き
る
こ
と
な
ら
転
勤
せ
ず
ず
っ

と
横
手
に
居
ら
れ
た
ら
い
い
の
に
な
ぁ
。

あ
り
が
と
う
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス

「
平
鹿
の
Ｓ
婆
ち
ゃ
ん
」
さ
ん

（
77
歳
／
平
鹿
）

　

週
２
日
、
２
往
復
ず
つ
路
線
バ
ス
の
バ

ス
停
か
ら
遠
い
集
落
を
縫
う
よ
う
に
ふ
れ

あ
い
バ
ス
が
、
通
院
、
買
い
物
、
銀
行
、

温
泉
へ
と
優
し
く
運
ん
で
く
れ
ま
す
。
お

か
げ
様
で
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
私
も
住

み
な
れ
た
家
で
生
活
で
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
近
頃
急
騰
し
た
ガ
ソ
リ
ン
代
。
バ
ス

が
運
行
中
止
に
な
り
は
し
な
い
か
心
配
で

す
。
昇
降
口
に
感
謝
の
箱
を
置
い
て
み
ん

な
で
少
し
ず
つ
入
れ
る
等
、
何
か
良
い
方

法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ん
と
か
続
け

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

米
節
？

「
Ｋ
・
Ｎ
」
さ
ん

（
59
歳
／
横
手
）

　

読
者
の
声
の
中
に
「
秋
に
な
る
と
思
わ

ず
歌
い
た
く
な
る
！
」
と
い
う
記
事
が
載

っ
て
い
て
、
ど
ん
な
歌
か
し
ら
と
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
今
は
飽
食
の
時
代
で
食
べ

る
物
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
何
と
い

っ
て
も
「
ご
は
ん
」
は
最
高
で
す
。
こ
の

歌
を
通
し
、
私
も
次
の
世
代
に
お
米
の
あ

り
が
た
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
ら
嬉

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

読
書
の
秋

「
Ｍ
・
Ｉ
」
さ
ん

（
30
歳
／
雄
物
川
）

　

読
書
が
好
き
で
、
よ
く
市
内
の
図
書
館

で
本
を
借
り
て
い
ま
す
。
私
が
今
一
番
は

ま
っ
て
い
る
作
家
は
豊
島
ミ
ホ
さ
ん
で
す

（
横
手
高
校
出
身
だ
そ
う
で
す
）
。
と
て

も
面
白
い
で
す
よ
。
読
書
の
秋
、
皆
さ
ん

も
お
気
に
入
り
の
作
家
を
見
つ
け
て
読
書

の
秋
を
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

読
書
が
苦
手
な
私
。
夜
寝
る
前
の
わ
ず

か
な
時
間
を
利
用
し
て
少
し
で
も
本
を
読

も
う
と
小
説
を
購
入
。
と
い
っ
て
も
、
購

入
し
た
の
は
10
月
に
発
売
さ
れ
話
題
と
な

っ
た
携
帯
ゲ
ー
ム
機
用
ソ
フ
ト
「
文
学
全

集
」
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
名
作

ば
か
り
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
と
っ
つ
き
や
す
い
だ
ろ
う
と
考
え
た

の
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
見
事
に
私
の
子

守
唄
と
な
っ
て
い
ま
す
。
何
か
お
す
す
め

の
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ

さ
い
。
「
文
学
全
集
」
読
み
終
わ
る
の
は

い
つ
に
な
る
こ
と
や
ら
…
。
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POST CARD

◎市報12/１号読者プレゼントに応募しますか

１．はい　　　　２．いいえ

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご氏名

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

フリガナ

横手市前郷字下三枚橋163

横手市役所企画課
　　広報広聴担当 行

PRESEN
TS    PRESEN

TS    PRESEN
TS    PRESEN

TS    PRESEN
TS    PRESEN

TS

【プレゼント応募締め切り＝12月21日（当日消印有効）】
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

【提供】　社団法人横手市観光協会
　　　　　33-7111

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

ふれあい
　語り合い

12 １
2007

たより市報よ
こて

　　お便りをくださった方に、抽選で
横手市の特産品等をプレゼントします。

（10/16～11/15日到着分）

今年もおいしくできました！
この季節限定「大沢葡萄ジュース　スチューベン」

横手市大沢地区のぶど
う農家が丹精込めて作
った混じりっ気なしの
ぶどうジュース。発売
から３年目を迎えた今
年、濃厚な味わいはそ
のままに最高の仕上が
りとなりました。樹上
で完熟させた糖度の高
いスチューベンを収穫
後すぐに搾った最上級
の商品です。ストレー
トはもちろん、炭酸水や焼酎で割っても、きれ
いなぶどう色を楽しみながら美味しくいただけ
ます。大沢葡萄ジュース１本（720ml入り）を６
名様にプレゼント。



朝
起
き
る
と
一
面
の
銀
世
界
。
１
歳

の
娘
は
喜
び
勇
ん
で
兄
の
長
靴
を
履

き
、
祖
父
の
真
似
を
し
て
雪
か
き
に

挑
戦
。
最
初
は
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で

い
た
が
、
早
速
転
倒
。
「
冷
た
い
よ

〜
。
助
け
て
よ
〜
」
と
泣
き
出
し
、

初
め
て
の
雪
遊
び
は
５
分
で
終
了
。

娘
の
仕
草
が
可
愛
く
て
、
仕
事
を
休

み
た
く
な
る
気
持
ち
を
グ
ッ
と
我
慢

し
、
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
よ
う
と

す
る
と
…
か
か
ら
な
い
。
ブ
ー
ス
タ

ー
ケ
ー
ブ
ル
も
ど
こ
に
置
い
た
か
分

か
ら
な
い
。
休
ん
で
遊
ん
で
や
れ
と

天
の
声
。
し
か
し
、
母
が
隣
家
か
ら

ケ
ー
ブ
ル
を
借
り
て
き
て
く
れ
、
や

っ
ぱ
り
、
仕
事
に
出
発
…
。（
克
彦
）
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と 
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き
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こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
横
手
市
技
能
功
労
者
表
彰
。

巧
は
、
美
容
師
と
し
て
業
界
の
発
展
に
寄
与
し
、
着
付

師
と
し
て
の
積
極
的
な
指
導
活
動
で
後
進
の
育
成
に
尽

く
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
女
性
で
唯
一
受
章
し
た
。

「
長
年
に
わ
た
り
活
動
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

結
果
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
相
手
に
仕
事
す
る
者
と

し
て
、
地
元
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
特
に
う
れ
し
い
」

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
は
じ
め
、
数
々
の
受
章
経
験
が

あ
る
巧
は
、
今
回
の
受
章
の
感
想
を
こ
う
語
る
。

　

「
自
分
の
人
生
は
自
分
の
力
で
切
り
開
こ
う
と
美
容

師
の
道
を
選
ん
だ
。
満
足
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
ま
ず

自
分
を
磨
か
な
け
れ
ば
。
人
よ
り
も
優
れ
た
技
術
を
得

る
た
め
の
努
力
は
惜
し
ま
な
い
」
華
や
か
な
美
容
界
に

足
を
踏
み
入
れ
45
年
。
そ
の
技
に
よ
り
輝
き
を
増
し
た

客
の
数
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
。
し
か
し
そ
の
陰
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
求
に
応
え
る
た
め
に
努
力
を
重
ね
る
巧

の
姿
が
あ
っ
た
。

　

技
術
に
加
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
要
求

さ
れ
る
の
が
美
容
師
の
仕
事
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に

経
営
感
覚
も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

「
か
つ
て
は
美
容
師
に
す
べ
て
任
さ
れ
て
い
た
が
。
最

近
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
も
個
性
化
し
て
お
り
、
そ

れ
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
情
報
化
時
代

の
影
響
で
し
ょ
う
。
で
も
、
技
術
者
と
し
て
の
プ
ラ
イ

ド
は
捨
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
す
」
と
本
音
も
の

ぞ
か
せ
る
。
率
直
で
気
概
あ
ふ
れ
る
そ
の
語
り
口
か
ら

は
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
続
け
る
巧
の
情
熱
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

三浦 利子さん（69歳）

昭和13年、湯沢市生まれ。中学校
卒業後、病院勤務などを経て秋田
美容専門学校に入学。38年に十文
字町睦合に美容院を開業。

みうら　としこ

技術に終わりなし
「田舎だからこそ勉強しなければ」
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　ベストセラー『さおだけ屋はなぜ潰れないのか？』
の第２弾。公認会計士でもある著者が、会計の基礎概
念を日常的な観点から解説した「数字＆会計の入門書」
です。「Web2.0」という数字の順序性、『ゲド戦記』
がすごい本当の理由、「号泣」よりも「1リットルの
涙」など、数字の使い方に数値以上の意味が隠されて
いることが興味深く語られています。
　日常生活やビジネスに役立つ数字の使い方から会計
の基礎までを紹介し、クイズ形式による会計力の診断
など、数字や会計への苦手意識を短時間で１８０度変
えさせてくれる一書です。　

大森図書館　司書　大友昌樹

◇◇◇◇ 図書館からのお知らせ ◇◇◇◇

図書館だより

あ 

と 

が 

き

題 名「 」

図書館ホームページ（利用案内・蔵書検索・予約など）
http://www.city.yokote.lg.jp/kakuka/toshokan/library_introduction.jsp
※最寄りの図書館ですべての館の蔵書を借りることができます。

（中央）図書館　22-2300　または最寄りの図書館まで

市報を通じて皆さんに伝えたいことや聞きたいこと、日頃考えて
いることなどを「読者の声」としてお寄せください。

新着図書の紹介

◇◇◇　定例おはなし会（会場は各図書館） ◇◇◇
・12月８日（土）午前10時30分／十文字図書館
・12月９日（日）午前10時30分／横手図書館
・12月16日（日）午前10時／増田図書館
・12月16日（日）午前10時30分／雄物川図書館

◇◇◇　読書会　◇◇◇
・12月21日（金）午後２時／雄物川図書館

◎一般図書　　　　　　　    
　○「何のために働くのか」／北尾吉孝［平・雄］
　○「神の棄てた裸体」／石井光太［雄・十］
　○「枢密院議長の日記」／佐野眞一［雄］
　○「総理の随行医」／水町重範［横］
　○「アース・デモクラシー」／ヴァンダナ・シヴァ［雄］
　○「日本経営品質賞とは何か」
　　　　　　　　　　　 ／社会経済生産性本部［雄］
　○「旅、あきらめない」／鎌田實［増］
　○「コーラ白書 世界のコーラ編」／中本晋輔［森］
　○「ドキュメンタリーの修辞学」／佐藤真［雄］
　○「村上春樹にご用心」／内田樹［森］
　○「新潮日本語漢字辞典」／新潮社［平・雄］
　○「使ってみたい武士の日本語」／野火迅［横］
　○「刑事魂」／石神正［増］
　○「図書館革命」／有川浩［雄］
　○「パーティ」／山田悠介［横・雄・森］
◎児童図書・絵本
　○「絵本 もうひとつの日本の歴史」／中尾健次［雄］
　○「それゆけ！さかなくん！」／ルーシー・カズンズ［平］
　○「へんしんプレゼント」／あきやまただし［増］
　○「くるくるくるみ」／松岡達英［横］

　　　　　　　　　／山田真哉（光文社）[横・森]

[　]内は所蔵館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

ホームページの蔵書検索、貸し出し予約をご利用くださ
い。一覧で表示される資料の中には貸し出しできないも
のも含まれていますので、ご了承ください。



11月18日、増田ふれあいプラザで民俗芸能フ
ェスティバルが開催され、会場に訪れた400人
の観客は出演した10団体が次々に披露する伝
統芸能を堪能しました。（関連記事８ページ）

受け継がれる民俗芸能
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秋田盆おどりサミット 増田
～21世紀にかがやく若手後継者のすがた～

イベントカレンダーE
第２回横手市民ステージ祭（9:30～16:00、横
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南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　９日（日）「トイストーリー」　　　　【81分】
　16日（日）「ドラえもん　のび太と
　　　　　 ドラビアンナイト」　　 【101分】
◆問合せ／南部シルバーエリア　26－3880

12月1日～12月17日

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 企画課
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

■12月９日（日）

■12月15日～１月６日

槻の木光のファンタジー
　平鹿地域のシンボルであ
る、県指定天然記念物の槻
の木（樹齢500年以上）に
約5,000個の電球を灯す「槻
の木光のファンタジー」の
点灯式が平鹿生涯学習セン
ター駐車場で開催されます。
　この催しは、昭和63年か
ら毎年行われているもので、
今年で20回目を迎えます。
老木のため樹高が25メート
ルほどになっている槻の木
の周りに、鉄パイプで約40
メートルのやぐらを組み、
往古の高さを取り戻した槻
の木を電球で飾ることで巨
大ツリーに生まれ変わらせます。
　また、当日は平鹿生涯学習センター内でプレイベントも開
催されますので、ぜひ会場に足を運んでください。
◆点 灯 式／12月15日（土）　平鹿生涯学習センター駐車場
　 13:00～　プレイベント　
　　 　　　 各種屋台、小学生低学年以下を対象としたゲー
　　　 　　 ム、景品あり抽選会、音楽の集い
　 17:00～　点灯式
　　 　　　 セレモニー・点灯と同時にスターマイン打上げ
◆点灯期間／平成19年12月15日～平成20年１月６日
◆点灯時間／17:00～22:00（12月24日、31日は翌2:00まで）
◆問 合 せ／槻の木光のファンタジー実行委員会
　　　　　　（平鹿地域局産業振興課内）　0182-24-1118

　県内の盆踊り関係者が一堂に
会し、日頃の伝承活動成果を発
表し合い交流を深めます。また、
「後継者育成」をテーマに郷土
の文化を見つめ直し、保存・継
承・育成の大切さと後継者育成
のあり方を広域で学び合います。
　若手後継者の踊りやミニステ
ージショー、基調講演、物産等
出店販売なども行われますので、
ぜひご参加ください。
◆日　時／12月９日（日）
　　　　　13:00開演
◆場　所／増田ふれあいプラザ
◆入場料／500円（高校生以上）
◆チケット購入及び問合せ／増田町観光協会　45-5515      

つき


